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学位論文内容について約 30 分間発表を行い、審査員からは以下の質問あるいは指摘があ

った。  
 本研究は、子宮体癌におけるこれまでの古典的な分類だけでは予後の差異を検討

する上で不十分である、という視点から開始されたものであり、タイプⅠ子宮体癌は高分

化類内膜癌、タイプⅡ子宮体癌は 90%が漿液性癌であるとの説明もあったが、実際に検討

した子宮体癌細胞株は HEC-1（高分化類内膜癌）と HEC-50（低分化類内膜癌細胞株）ま

た HEC-50 から抽出された高度浸潤能細胞株 HI であり、漿液性癌細胞株は用いていないと

質問と指摘があった。  
 これに対し、低分化類内膜癌（グレード 3 類内膜癌であり HEC-50 がこれに相当

する）をタイプⅡ子宮体癌に入れるかどうかという点は、そもそも議論のあるところであ

り、臨床的には予後の差からタイプⅡとして扱っていることが申請者から回答された。ま

た、本来タイプⅡ子宮体癌としては漿液性癌の細胞株を用いるべきであったとの指摘に対

して、当初、類内膜癌のグレードの差異による検討も行う目的をもった検討であったため

に、HEC1 と HEC-50 を用いており、漿液性癌での検討を行っていない旨、回答された。  
 本研究の目的が子宮体癌の予後改善に寄与することを目指したものである以上、

再発のみを検討しても不十分であるとの指摘があった。  
 こ れ に 対 し 、 今 後 in vivo あ る い は 臨 床 検 体 を 用 い て 検 討 を 続 け 、

miR-124/IQGAP1 シグナル経路が子宮体癌患者の患者予後に相関するバイオマーカー、さ

らには治療標的となりうるか検討を続けたい旨回答があった。  
 現在の癌研究において、再発高リスク群を予測するバイオマーカー同定だけでは

臨床貢献できないこと、臨床への貢献を考え、また研究対象が子宮内膜であることを考え

たとき、PD-1・PD-L1 等の研究へと展開することは考えていないのかと質問があり、是非、

その方向で研究を進めたい旨回答があった。  
 この論文は，子宮体癌の悪性度進展に関わる miRNA の一部とその癌的 EMT 進行

における分子機序を明らかにしたものであり、本審査会において高く評価され，審査員一

同，大学院課程における研鑽や取得単位なども併せ，申請者が博士（医学）の学位を受け

るのに充分な資格を有するものと判定した。  

 


